


















































































































































































































































































































































































( 1 ）地理や歴史に関する知識を活かし、意欲的に授業に参加する 。
態度目標
( 2) B県についての知識をもとに、他県にも興味・関心をもっ 。
( 3）集団での活動を率先してすすめることができる 。
( 4) B県と他県との違いやつながりに感動する 6 
価値目標
( 5）友達の知識や経験を尊重する心を育てる 。





6. 2. 2.態度目標の評価 ( 2) B県についての知識をもとに、他県にも興味
態度目標の評価をおこなうi 【あさみ】の態度目 －関心をもっ
標は以下であった。 ( 3）集団での活動を率先してすすめることができ



















































































































































































































( 3 ) B県と他県の違いやつながりに感動する ム
【価値目標】
( 4) B県や友達のことを身近に思う心を育てる ム




( 8）地図をもとに、 B県や他の県について理解を深めることができる（社 。
会科）


































































6. 3. 3.技能目標の評価 また、授業者が広島の話をすると、自分も知って
ここでは、技能目標の評価をおこなう。 ［なおや］ いる、と発言することができた（表 17）。
の技能目標は以下であった。


















ると、 ［かずや］ ［たかひろ】らと 3人で［さゆり］
が使用している磁気ボードで遊んでいた。































































































































）地図に興味、関心をもっ 609 。 え一。






































































































































































6. 5. 1. 態度目標の評価
態度目標の評価をおこなう。 ［たかひろ】の態度
目標は以下であった。

















































363 たかひろ えー と、えー と、えー と、めがね。















































































































































































































































































( 5）自分の知識や経験を、楽しく発言することができる（国語科） × 
( 6）友達の知識や経験を、聞くことができる（国語科） 。








































826 稿者 B はどこでしょうか。






























398 さゆり さゆもー 。
一方、 ( 6）については、他の学習者の発言を聞
いている様子がうかがえた。

















































6. 7. 5. ［さゆり］の考察
［さゆり］の発言は、お題に関するものはほぼな
く、松本先生に対して漢字の書き方を聞くものがほ
とんどであった。それ以外にみられた発言は、以下
のようなものであった。まず、授業官頭で、授業者
が「私はどこから来てるか知ってる？」に対するも
のである（表 52）。
表52.発話記録より抜粋⑬
これは、以前、授業者と［さゆり］で1対1での
読みあいや、音読、自作プリント学習などを行った
経験とかかわるといえる。他の学習者よりも、 ［さ
ゆり】は授業者のことを知っていた（覚えていた）
と考える。
次に、授業者が【あさみ｝にお題をひいてもらう
順番を忘れていた際の発言である（表53）。
表 53.発話記録より抜粋⑮
これが当たり前だと思って育ったか
ら、私は。おいしいと思う。鹿児島に
426 稿者 帰ると、やっぱ、ラーメン食べたくな
る。
じゃ、一周したところで、
427 さゆり あさみさん、
428 稿者 あ、はい。
教室外から声をかけてきた他の学習者への指摘も
あった（表54）。
表54.発話記録より抜粋⑪
I 8441けんじ ｜何してんの？
845 Iさゆり ｜授業中だから。
これらのことから、 ［さゆり］は、自分のことを
他の学習者に話すことは少なくても、他の学習者（授
業者も含む）への指摘は、さほど臆することなく言
うことができるといえる。日頃、 ［さゆり】のこの
ような特性が、他の学習者とのトラブルにつながっ
ていると考える。
また、ポスト・イットに黒板の板書を書き写す活
動では、他の学習者が活動を終えていても、まだ取
り組んでいた。集団での活動（集団ゲームや朝の会
への移動など）場面で、他の学習者よりもワンテン
ポ取り掛かりが遅れたり、後片付けが遅れがちであ
-19 
ったりする c このことをふまえ、授業者は［さゆり］
の技能目標の 1っとして「時間内に活動を終える」
と設定した。しかし、出来上がった［さゆり】のポ
スト・イットを確認すると、文字は他の学習者より
も丁寧で、あり、漢字にはふりがなまで、ふっていた。
時間がかかるのは、単に遅いだけではく、丁寧に仕
上げたいという気持ちがあったからかもしれない。
1対1での活動の時の｛さゆり｝は、日によって
27 稿者
B県。で、私、どこから来たんだっ
lす？
28 たかひろ アメリカ。
29 c アメリカ（笑）
30 さゆり 広島。
そう！広島県。で、広島県から来たけ
稿者
ど、どこに住んでいたか、っていうか、
31 
どこで、生まれたかまでは知つてな
い？
気分のムラがあったものの、授業者に対しても［さ
ゆり】の方から話しかけてきたり、活動を提案した
りすることがあった。今回の授業では、 ［さゆり］
は他の学習者の発言を聞いていることが多く、 ［さ
ゆり】が発言することはほとんどみられたなかった。
個と個のかかわりの際にみられる姿と、集団に入っ
たときにみられる姿の差を感じた。
7. 学習者全体の考察
授業開始直後に、筆記用具が必要かどうかを［あ
さみ｝が授業者に確認した。筆記用具が必要である
と伝えたら、 「消しゴムを忘れたから取ってくるJ
と言った。 ［あさみ］の言動を見聞きしていた他の
学習者数名も、自分の教室に筆記用具を取りに戻っ
た。このことから、授業において筆記用具が必ずし
も必要で、はない日常があらためてうかがえた。
また、 ［さゆり｝のように、 1対1の学習活動で
みせる姿と、集団での授業でみせる姿に差が生じや
すい学習者が他にもいるであろう。
大きな地図を掲示しておくことで、学習者らは自
由に見ることができた。地図を見ることで、新しい
発見をしたり、昔の出来事を思い出して話したりし
ていた。地図が緩衝材となり、白地図作成に直接取
り組むことができなくても、学習者の居場所を作る
役割を果たしていた。このような教材・教具を準備
することで、授業や集団と個をゆるやかにつなぐこ
とができるといえる。 「活動に取り組めていないJ
と評価することもできるが、 「他の学習者と同じ地
図を見た」 「地図を見て他の学習者（教師）と話し
た」こと自体を評価する視点も必要となるである。
8. 実践の成果と課題
8. 1. 成果
成果として、まず、学習者の新たな一面を授業に
よってみとることができた点が挙げられる。
授業中の学習者同士のかかわり合いや発話などか
らは、授業者と学習者とのかかわり合いとは異なる
一面がみられた。
授業の終わりの方では「書く人J 「貼る人Jのよ
うな分担もみられた。たとえば、ポスト・イットに
書かずにいた［しよう】も、貼る動作をすることで、
「活動に参加した」という動作記憶が残ったのでは
ないだろうか。
8. 2.課題
課題として、学習者全員が、自身の知識や経験を
発言し、他の学習者の発言を聞き、白地図作成を他
の学習者と協同的に活動することができたとは言い
がたい点が挙げられる。また、今回、稿者の授業の
進行が計画どおりに行かず、テーマの根底にあった
「つながり」を学習者に意識させたり、授業の振り
返りをしてもらったりすることができなかった点も
課題である。
さらに、活動内容によって意欲が減退する学習者
への配慮、の工夫が不十分であった。
8. 3.展望
展望として、今回のような活動中心の授業を重ね
ていくことによる、学習者の変容、学習者同士の関
係の変容。他の教科の授業への応用が期待できる点
が挙げられる。
今回の授業のテーマであった「つながり」を単元
として、あるいは年間テーマとして実践することも
できょう。その際、他教科とかかわらせながら展開
することも構想できる。
本実践を A校の教師、とくに、授業にかかわった
永田先生、松本先生とともに振り返り、分析・考察
の検討を行うことで、展望の具現化でに近づくこと
ができると考える。
［参考文献】
難波博孝・原田大介（2014) 『特別支援教育と国語
教育をつなぐ ことばの授業づくりハンドブッ
ク』浜本純逸監修、渓水社
本渡葵（2014a) 「「試練に立たされた子ども」への
国語教育 情緒障害児短期治療施設併設校のカリ
キュラム分析を通して－ J、第 126回全国大学国
語教育学会名古屋大会自由研究発表資料
本渡葵（2014b) 「「試練に立たされた学習者Jへの
国語教育の構想 C 校でのアクション・リサーチ
に向けて一」、国語教育思想研究会、 『国語教育
思想研究』、第9巻、 pp.65・76
本渡葵（2015a) 「絵本の読み合いをシャドウイング
につなげる一情緒障害児短期治療施設併設校での
実践より一」、第 128回全国大学国語教育学会兵
庫大会自由研究発表資料
本渡葵（2015b) 「絵本の読みあいをシャドウイン
グにつなげる実践一情緒障害児短期治療施設併
設校での実践報告－ J、国語教育思想研究会、『国
語教育思想研究』、第 10巻、 pp.I・19
-20-
